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②　 子ども自身の「おたずね」に対する返答を，Q and Aとしてノートに書く。
③　 「おたずね」のモデルをつくる。
④　 第 1 発表者に対する「おたずね」を考えさせる時間を確保する。

























































































（1） 考える  の手立て
①ノートにQ and Aを書かせる
　「考える」の時間に，課題に対して分からないことや説明できない不十分なところを，ノートにＱとし















































































それに対して子どもの意見で「1+2/5 だったら 1 と 2/5 のように整数+分数であれば表すことができる
けど 2/5+0.3は0.3と 2/5 とは表せないから無理だと思います」という説明があった。授業者は，これを
もっと拾うべきだったのか授業後に自問自答していたが，もう少し他の子どもたちにも「これは本当にだ
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めなのかな？」と投げ返してあげると，子どもたちの中からもっとわかりやすい言葉が出てきたであろう
と考えられる。それだけよく子どもたちが育ってきていると言える活気のある授業であった。
　今回は，授業者が普段の授業の中で改善していきたいと考えていたことを中心に，そのための具体的な
手立てを講じながら，継続的に授業研究を行ってきた。その結果，日に日に子どもたちはよく考えよく発
言するようになっていった。その発言内容も，ただわかったことを発表するだけではなく，わかっている
途中までの考えや「おたずね」など，あらゆる角度で子どもたちが関わり合っていたのは，見ていて心地
よささえ感じた。
　引き続き子どもたちの立場に立った共同研究を支援していきたい。
執筆分担・役割分担
　第 2 著者：3，4，5，授業実践
　第 1 著者：1，2，6，授業の指導助言，総括
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